
能
登
畠
山
家
の
創
設

　

１
３
９
１
年
、
室
町
幕
府
の
重
臣
で
あ
っ

た
畠
山
基も
と

国く
に

が
能
登
守し
ゅ

護ご

職し
ょ
く

に
任
ぜ
ら
れ

た
。
基
国
は
能
登
の
ほ
か
越
中
・
河
内
（
大

阪
）・
紀
伊
（
三
重
）
の
３
カ
国
の
守
護
も

兼
務
し
て
お
り
、
１
４
０
８
年
、
次
男
満み
つ

慶の
り

が
４
カ
国
の
内
、
能
登
一
国
を
支
配
す
る
能

登
畠
山
家
を
創
設
。
１
４
８
３
年
、
三
代
義よ
し

統む
ね

が
京
都
か
ら
能
登
に
移
っ
た
。
七
代
義よ
し

総ふ
さ

が
家か

督と
く

を
継
い
だ
１
５
１
５
年
か
ら
没
す
る

１
５
４
５
年
ま
で
は
、
七
尾
城
を
拠
点
に
領

国
の
支
配
が
安
定
。
現
在
の
古
城
町
・
古
屋

敷
町
で
は
、
城
下
町
が
形
成
さ
れ
、
北
陸
を

代
表
す
る
戦
国
都
市
と
し
て
栄
え
た
。

長
谷
川
等
伯
、
七
尾
に
誕
生

　

長は

谷せ

川が
わ

等と
う

伯は
く

は
１
５
３
９
年
、
七
尾
に
生

ま
れ
た
。
実
家
は
畠
山
家
家
臣
の
奥
村
家
だ

が
、染
物
屋
の
長
谷
川
家
に
養
子
と
な
っ
た
。

青
年
期
に
は
能
登
に
多
く
の
作
品
を
残
し
、

30
歳
代
に
は
京
都
へ
。
当
時
の
画
壇
の
中
心

で
あ
っ
た
狩か

野の
う

派は

に
対
抗
し
て
活
躍
し
、「
松

林
図
屏
風
」
な
ど
、数
々
の
名
作
を
残
し
た
。

能
登
畠
山
家
の
滅
亡

　

義
総
の
没
後
、
畠
山
氏
の
勢
力
は
衰
え
た

こ
と
に
よ
り
、
１
５
７
６
年
に
上う
え

杉す
ぎ

謙け
ん

信し
ん

が

能
登
に
攻
め
入
る
。
翌
年
、
七
尾
城
は
落
城

し
、
能
登
畠
山
家
は
滅め
つ

亡ぼ
う

し
た
。

織
田
信
長
、
長
連
龍
に

　
　
　
　
　
　

鹿
島
半
郡
を
与
え
る

　

１
５
７
８
年
、上
杉
謙
信
が
越
後
で
没
し
、

上
杉
家
の
能
登
支
配
が
不
安
と
な
る
。
能
登

畠
山
氏
の
家
臣
だ
っ
た
長
ち
ょ
う
つ
ら連
龍た
つ

は
、
七
尾
城

落
城
時
に
織
田
信
長
の
も
と
に
使
者
と
し
て

派
遣
さ
れ
て
い
た
た
め
生
き
残
っ
た
。
長
ち
ょ
う
つ
ら連

龍た
つ

は
能
登
奪
回
の
た
め
奮
戦
し
た
こ
と
に
よ

り
、
１
５
８
０
年
、
織
田
信
長
よ
り
鹿か

島し
ま

半は
ん

郡ご
お
り

（
田
鶴
浜
・
中
島
地
区
）
を
与
え
ら
れ
た
。

織
田
信
長
、
前
田
利
家
に

　
　
　
　
　
　

能
登
一
国
を
与
え
る

　

１
５
８
１
年
、
前
田
利
家
が
織
田
信
長
か

ら
能
登
一
国
を
与
え
ら
れ
、七
尾
城
に
入
城
。

１
５
８
２
年
、
港
に
近
い
所と
こ
ろ
の
く
ち口
に
小こ

丸ま
る

山や
ま

城じ
ょ
う

を
築
い
た
が
、
１
５
８
３
年
、
豊
臣
秀
吉
か

ら
北
加
賀
二
郡
（
金
沢
か
ら
河
北
周
辺
）
を

与
え
ら
れ
、尾
山（
金
沢
）に
居
城
を
移
し
た
。

　

小
丸
山
城
に
は
利
家
の
兄
安や
す

勝か
つ

が
城
代
と

し
て
残
り
、
所
口
、
府
中
を
結
ぶ
城
下
町
を

造
成
し
た
。
現
市
街
地
は
、
小
丸
山
城
下
の

町
割
り
を
受
け
継
い
で
い
る
。

　

小
丸
山
城
は
１
６
１
６
年
に
廃は
い

城じ
ょ
う

と
な

り
、
そ
れ
以
後
、
七
尾
は
港
湾
都
市
と
し
て

発
展
し
て
い
く
。

平
安
時
代
～
安
土
桃
山
時
代

～
能
登
畠
山
文
化
が
花
開
く
七
尾
城
下　

　

長
谷
川
等
伯
が
生
き
た
豪
華
絢
爛
と
波
乱
に
満
ち
た
時
代
～

➡小丸山城跡

4広報ななお

古　　代

平安

７
９
４

平
安
京
（
京
都
）
に
遷
都

８
４
３

定
額
大
興
寺
を
能
登
国
分
寺
と

す
る

８
８
２

能
登
国
分
寺
が
雷
雨
の
た
め
倒

壊

中　　　世

１
０
１
６

藤
原
道
長
が
摂
政
と
な
る

１
１
５
８

海
門
寺
千
手
観
音
坐
像
が
造
ら

れ
る

１
１
８
３

源
義
仲
、
倶
利
伽
羅
峠
で
平
氏

軍
を
破
る

１
１
８
５

諸
国
に
守
護
・
地
頭
を
設
置

鎌倉

１
１
９
２

源
頼
朝
、
征
夷
大
将
軍
と
な
る

１
２
７
４

蒙
古
軍
が
二
度
に
渡
っ
て
襲
来
、

暴
風
雨
で
退
く
（
元
寇
）

南北朝

１
３
３
６

足
利
尊
氏
、
征
夷
大
将
軍
と
な

り
室
町
幕
府
を
開
く

室町

１
４
６
７

応
仁
の
乱
が
始
ま
り
、
畠
山
義

統
、
西
軍
に
属
す
る

１
５
１
４

「
七
尾
」
の
地
名
が
初
め
て
文
献

史
料
に
み
え
る

１
５
２
５

畠
山
義
総
、
永
閑
ら
と
「
賦
何

人
連
歌
」
を
つ
く
る

１
５
２
６

冷
泉
為
広
・
為
和
父
子
、
七
尾

へ
来
る

１
５
３
９

長
谷
川
等
伯
、
七
尾
に
誕
生

１
５
４
４

彭
叔
守
仙
、「
独
楽
亭
記
」
に
七

尾
城
下
の
様
子
を
著
す

安土桃山

１
５
７
７

上
杉
謙
信
に
よ
り
、
能
登
畠
山

氏
滅
亡
。

１
５
８
０

織
田
信
長
、
長
連
龍
に
鹿
島
半

郡
を
与
え
る

１
５
８
１

織
田
信
長
、
前
田
利
家
に
能
登

一
国
を
与
え
る

１
５
８
２

本
能
寺
の
変
で
織
田
信
長
没
す

１
５
８
３

前
田
利
家
、
加
賀
二
郡
を
加
増

さ
れ
、
金
沢
に
移
る

１
５
９
０

豊
臣
秀
吉
、
全
国
を
統
一

長
谷
川
等
伯
、
松
林
図
屏
風
を

描
く

近　世

１
６
０
３

徳
川
家
康
、
征
夷
大
将
軍
と
な

り
江
戸
幕
府
を
開
く

江
戸

１
６
６
６

浦
野
騒
動
が
起
こ
る

第七代畠山義総（悳
とく

胤
いん

）の複製画像

小丸山城跡とその城下町（現小丸山公園）



前
田
斉
泰
、
能
登
を
巡
見

　

13
代
加
賀
藩
主
・
前ま
え

田だ

斉な
り

泰や
す

が
１
８
５
３

年
４
月
、
能
登
の
海
岸
を
防
備
す
る
た
め
の

施
設
を
巡じ
ゅ
ん
け
ん見
し
た
。
そ
の
時
、
斉
泰
一
行

１
９
０
０
人
が
通
行
し
た
「
殿と
の

様さ
ま

道み
ち

」
が
現

在
も
残
っ
て
い
る
。

　

海
岸
防
備
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
加
賀
藩

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
７
隻
の
艦か
ん

船せ
ん

を
購
入

し
、
１
８
６
２
年
、
七
尾
港
に
七
尾
軍
艦
所

（
矢
田
新
町
）
を
設
け
た
。
明
治
に
入
っ
て

か
ら
、軍
艦
所
内
に
は
語
学
教
師
・
オ
ズ
ボ
ー

ン
を
招
い
て
七
尾
語
学
所
を
開
設
。
タ
カ
ジ

ア
ス
タ
ー
ゼ
を
初
め
て
つ
く
り
出
し
た
高た
か

峰み
ね

譲じ
ょ
う

吉き
ち

も
、
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
在
学
し
て

い
た
。

七
尾
港
が
開
港
場
と
な
る

　

七
尾
港
は
、
明
治
30
年
に
貿
易
港
に
指
定

さ
れ
、
明
治
32
年
に
は
開
港
場
、
外
国
貿
易

港
に
指
定
さ
れ
た
。
外
国
と
の
貿
易
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
海
沿
岸

の
新
潟
、
伏
木
、
敦
賀
な
ど
の
諸
港
と
と
も

に
重
要
性
を
増
し
た
。

　

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
が
延え
ん

伸し
ん

し
た
際
、
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
の
玄
関
口
と
な
る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
（
ロ
シ
ア
）
と
結
ぶ
航こ
う

路ろ

を
開
き
、
七
尾

港
の
繁
栄
が
期
待
さ
れ
た
。
外
国
と
の
貿
易

が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
が
要
因
で
、
七
尾
鉄

道
の
開
通
へ
と
つ
な
が
る
。

七
尾
鉄
道
工
事
が
竣
工
し
、

　
　
　
　

七
尾
～
本
津
幡
間
が
開
通

　

明
治
31
年
４
月
に
七
尾
―
津
幡
間
（
今
の

本ほ
ん

津つ

幡ば
た

駅え
き

）、
貨
物
線
の
七
尾
―
矢
田
新
間

が
開
通
し
た
。

　

国
が
工
事
を
行
う
北
陸
線
（
今
の
北
陸
本

線
）
は
同
年
４
月
に
小
松
―
金
沢
間
、
11
月

に
金
沢
・
高
岡
間
が
延
伸
さ
れ
、
津
幡
駅
が

で
き
た
が
、
七
尾
鉄
道
と
は
接
続
さ
れ
な

か
っ
た
。
不
便
を
解
消
す
べ
く
北
陸
線
と
七

尾
鉄
道
を
結
ぶ
２
・
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
工

事
が
行
わ
れ
、
明
治
33
年
８
月
に
北
陸
線
と

七
尾
線
が
つ
な
が
っ
た
。
明
治
40
年
、
鉄
道

国
有
法
に
よ
り
七
尾
鉄
道
は
国
営
（
国
有
鉄

道
）
に
な
っ
た
。

　

大
正
14
年
に
は
和
倉
駅
ま
で
延
伸
さ
れ
、

七
尾
駅
は
本
府
中
町
か
ら
現
在
の
御み
そ

祓ぎ

町ま
ち

に

移
さ
れ
た
。
七
尾
駅
直
前
で
線
路
が
大
き
な

カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
と
き
の
名

残
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
３
年
に
能
登
中

島
駅
、
同
７
年
に
穴
水
駅
、
同
10
年
に
輪
島

駅
ま
で
延
伸
さ
れ
、
七
尾
線
全
線
が
開
通
し
た
。

　

蒸
気
機
関
車
（
Ｓ
Ｌ
）
は
、
昭
和
49
年
を

最
後
に
七
尾
線
か
ら
姿
を
消
し
た
が
、
昭
和

63
年
か
ら
平
成
３
年
ま
で
の
４
年
間
、
２
月

に
「
Ｓ
Ｌ
と
き
め
き
号
」
と
し
て
復
活
、
七

尾
線
に
し
ば
し
の
雄
姿
を
現
し
た
。

Ｊ
Ｒ
七
尾
線
が
単
線
電
化
、

　
　
　
　
　

の
と
鉄
道
が
営
業
開
始

　

平
成
３
年
９
月
に
和
倉
温
泉
駅
ま
で
単
線

電
化
さ
れ
、
大
阪
と
名
古
屋
へ
の
特
急
列
車

の
直
通
運
転
が
開
始
さ
れ
た
。

江
戸
時
代
～
現
代

　
～
幕
末
か
ら
明
治
へ　

七
尾
の
近
代
化　

港
・
鉄
道
～
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近　世

江戸

１
７
０
２

七
尾
町
を
所
口
町
へ
正
式
決
定

１
８
０
３

伊
能
忠
敬
、
能
登
沿
岸
を
測
量

１
８
５
３

ペ
リ
ー
、
浦
賀
に
来
航

１
８
５
３

前
田
斉
泰
、
能
登
を
巡
見

近　　　代

明治

１
８
６
８

五
箇
条
の
御
誓
文
が
出
さ
れ
、

明
治
の
新
政
府
誕
生

１
８
７
１

廃
藩
置
県
に
よ
り
七
尾
県
が
お

か
れ
る

１
８
７
２

加
賀
・
能
登
が
石
川
県
と
な
る

１
８
７
５

所
口
町
を
七
尾
町
と
正
式
決
定

１
８
８
９

大
日
本
帝
国
憲
法
を
発
布

１
８
９
４

日
清
戦
争
が
起
こ
る　

翌
年
、

下
関
条
約
に
調
印

１
８
９
８

七
尾
鉄
道
工
事
が
竣
工
し
、
七

尾
～
本
津
幡
間
が
開
通

１
８
９
９

七
尾
港
が
開
港
場
と
な
る

１
９
０
４

日
露
戦
争
が
起
こ
る　

翌
年
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
調
印

大正

１
９
１
４

第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る

１
９
２
３

関
東
大
震
災
が
起
こ
る
（
震
度

六　

Ｍ
七･

九
）

昭和

１
９
３
７

日
中
戦
争
が
始
ま
る

１
９
４
１

真
珠
湾
攻
撃
を
き
っ
か
け
に
、

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る

現　　　代

１
９
４
５

広
島
・
長
崎
に
原
爆
投
下

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
太

平
洋
戦
争
終
戦

１
９
４
６

日
本
国
憲
法
を
公
布

１
９
６
４

東
海
道
新
幹
線
開
通　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

１
９
８
２

能
登
島
大
橋
開
通

平成

１
９
９
１

Ｊ
Ｒ
七
尾
線
が
単
線
電
化

の
と
鉄
道
が
営
業
開
始

１
９
９
５

阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
こ
る

（
震
度
七　

Ｍ
七･

三
）

１
９
９
９

中
能
登
農
道
橋「
ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
の
と
」
開
通

２
０
０
４

七
尾
市
・
田
鶴
浜
町
・
中
島
町
・

能
登
島
町
が
合
併
し
て
新
「
七

尾
市
」
と
な
る

２
０
０
７

能
登
半
島
地
震
が
起
こ
る
（
震

度
六
強　

Ｍ
六･

九
）

２
０
１
１

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
る

殿様道（中島町奥吉田・笠師）

七
なな

尾
お

町
まち

真
しん

景
けい

図
ず

（昭和 2 年）


